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東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

お問合わせ先 

TEL 03-5219-5947 

（受付時間 営業日の9:00～17:00） 

https://www.franklintempleton.co.jp 

 

 

◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 無期限（2003年６月30日設定） 

運 用 方 針 
主として豪ドル建の公社債に投資を行い、信
託財産の成長と毎月の安定した分配を目指
します。 

主要運用対象 

当ファンド 

フランクリン・テンプルト
ン・豪ドル債券マザーファン
ドの受益証券を主要投資対
象とします。 

フランクリン・ 
テンプルトン・ 
豪 ド ル 債 券 
マザーファンド 

主として豪ドル建の国債、州
政府債、国際機関債、社債、
モーゲージ証券及び資産担
保証券等を主要投資対象と
します。 

組 入 制 限 

当ファンド 

フランクリン・テンプルト
ン・豪ドル債券マザーファン
ド受益証券以外の投資信託
証券への投資割合は、信託財
産の純資産総額の５％以内
とします。 
株式（新株引受権証券等を含
みます。）への投資割合は、信
託財産の純資産総額の20％
以内とします。 
外貨建資産への実質投資割
合には、制限を設けません。 

フランクリン・ 
テンプルトン・ 
豪 ド ル 債 券 
マザーファンド 

株式（新株引受権証券等を含
みます。）及び転換社債等へ
の投資は行いません。 
外貨建資産への投資割合に
は制限を設けません。 
外貨建資産については、原則
として為替ヘッジは行いま
せん。 

分 配 方 針 
決算日（原則として毎月10日。休業日の場合
は翌営業日）に、収益分配方針に基づいて分
配を行います。 

 
 

 
 

運用報告書（全体版) 
 

第270期 決算日 2026年１月13日 

第271期 決算日 2026年２月10日 

第272期 決算日 2026年３月10日 

第273期 決算日 2026年４月10日 

第274期 決算日 2026年５月11日 

第275期 決算日 2026年６月10日 
 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて､「フランクリン・テンプルトン・オーストラリア
毎月分配型ファンド｣は、2026年６月10日に第275期の
決算を行いましたので、第270期、第271期、第272期、
第273期、第274期、第275期の運用状況と収益分配金を
ご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ
ます。 
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○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

246期(2024年１月10日) 5,090 15 2.9 98.2 － 37,399 

247期(2024年２月13日) 5,117 15 0.8 98.5 － 36,679 

248期(2024年３月11日) 5,147 15 0.9 98.2 － 36,529 

249期(2024年４月10日) 5,300 15 3.3 98.7 － 37,017 

250期(2024年５月10日) 5,341 15 1.1 98.4 － 36,876 

251期(2024年６月10日) 5,370 15 0.8 98.1 － 36,479 

252期(2024年７月10日) 5,636 15 5.2 98.6 － 37,961 

253期(2024年８月13日) 5,135 15 △8.6 98.5 － 34,076 

254期(2024年９月10日) 5,084 15 △0.7 98.5 － 33,482 

255期(2024年10月10日) 5,272 15 4.0 97.7 － 34,589 

256期(2024年11月11日) 5,237 15 △0.4 98.7 － 34,157 

257期(2024年12月10日) 5,116 15 △2.0 98.7 － 33,019 

258期(2025年１月10日) 5,101 15 0.0 98.0 － 32,554 

259期(2025年２月10日) 4,988 15 △1.9 98.5 － 31,609 

260期(2025年３月10日) 4,876 15 △1.9 98.4 － 30,532 

261期(2025年４月10日) 4,729 15 △2.7 98.7 － 29,384 

262期(2025年５月12日) 4,955 15 5.1 98.6 － 30,599 

263期(2025年６月10日) 4,985 15 0.9 96.9 － 30,584 

264期(2025年７月10日) 5,068 7 1.8 98.5 － 30,775 

265期(2025年８月12日) 5,158 7 1.9 98.4 － 30,735 

266期(2025年９月10日) 5,180 7 0.6 98.0 － 30,500 

267期(2025年10月10日) 5,351 7 3.4 97.8 － 31,105 

268期(2025年11月10日) 5,340 7 △0.1 98.7 － 30,744 

269期(2025年12月10日) 5,432 7 1.9 98.6 － 30,867 

270期(2026年１月13日) 5,574 7 2.7 97.8 － 31,338 

271期(2026年２月10日) 5,771 7 3.7 98.5 － 31,947 

272期(2026年３月10日) 5,794 7 0.5 98.4 － 31,847 

273期(2026年４月10日) 5,854 7 1.2 98.0 － 31,822 

274期(2026年５月11日) 5,899 7 0.9 98.6 － 31,788 

275期(2026年６月10日) 5,893 7 0.0 98.8 － 31,329 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。  

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。  

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 市場に広く認知されている指標等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たらないため、現状では、当ファンドの収

益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較しておりません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

第270期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2025年12月10日 5,432 － 98.6 － 

12月末 5,485 1.0 97.3 － 

(期  末)     

2026年１月13日 5,581 2.7 97.8 － 

第271期 

(期  首)     

2026年１月13日 5,574 － 97.8 － 

１月末 5,651 1.4 98.7 － 

(期  末)     

2026年２月10日 5,778 3.7 98.5 － 

第272期 

(期  首)     

2026年２月10日 5,771 － 98.5 － 

２月末 5,822 0.9 98.5 － 

(期  末)     

2026年３月10日 5,801 0.5 98.4 － 

第273期 

(期  首)     

2026年３月10日 5,794 － 98.4 － 

３月末 5,662 △2.3 98.1 － 

(期  末)     

2026年４月10日 5,861 1.2 98.0 － 

第274期 

(期  首)     

2026年４月10日 5,854 － 98.0 － 

４月末 5,908 0.9 98.5 － 

(期  末)     

2026年５月11日 5,906 0.9 98.6 － 

第275期 

(期  首)     

2026年５月11日 5,899 － 98.6 － 

５月末 5,974 1.3 98.6 － 

(期  末)     

2026年６月10日 5,900 0.0 98.8 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。  

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。  

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 
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○運用経過  

 作成期間中の基準価額等の推移 (2025年12月11日～2026年６月10日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年12月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期のパフォーマンス（騰落率）は、プラス（分配金再投資ベース）となりました。 

公社債利金を手堅く確保しました。為替損益についても、豪ドル・円相場が豪ドル高・円安となっ

たことからプラスとなりました。 
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 投資環境 (2025年12月11日～2026年６月10日)
 

当作成期のオーストラリア債券市場は、利

回りが上昇（価格は下落）しました。 

期の前半は、オーストラリア準備銀行（RBA）

のハウザー副総裁の発言が利上げに消極的と

受け止められたことから、利回りは一時低下

（価格は上昇）しました。しかし、その後は

RBAが2026年２月に利上げを開始したことを

受けて、利回りは上昇に転じました。 

期の半ばは、中東情勢の悪化を背景に原油

先物価格が上昇するなか、インフレ懸念の高

まりを受けてRBAの追加利上げ観測が強まる

と、利回りは大幅に上昇しました。 

期の後半は、中東和平交渉の停滞を受けて原油先物価格が高止まりするなか、インフレ懸念が再

度高まったことから、利回りは一時上昇しました。しかし、その後は豪失業率が上昇したことや、

豪消費者物価指数（CPI）の上昇率が市場予想を下回ったことなどを背景に、RBAの追加利上げ観測

が後退すると、利回りは低下しました。 

社債セクターについては、国債利回りが上昇するなか、社債利回りも上昇しました。社債スプレッ

ド（国債に対する上乗せ利回り）については、若干拡大しました。 

 

当作成期の豪ドル・円相場は、豪ドル高・

円安となりました。 

期の前半は、高市首相が衆議院を解散する

との見方が浮上したことから、一段の財政出

動による財政悪化が嫌気されたため、豪ドル

高・円安が優勢となりました。また、RBAが利

上げを開始したことも、豪ドル高・円安の要

因となりました。 

期の半ばは、原油先物価格の上昇を受けた

インフレ懸念を背景に、RBAの追加利上げ観測

が市場で強まると、豪ドル高・円安が優勢と

なりました。一方、中東紛争による長期的なエネルギーショックへの懸念から世界経済の先行き不

透明感が強まり、投資家のリスク選好姿勢が弱まる局面では、豪ドル安・円高が優勢となりました。 
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期の後半は、原油先物価格の上昇を受けて、エネルギーの大半を輸入に頼る日本の貿易収支が悪

化するとの見方が広がったことなどが、豪ドル高・円安の要因となりました。一方、軟調な豪経済

指標などを背景にRBAの追加利上げ観測が後退する局面では、豪ドル安・円高が進みました。 

 

 当ファンドのポートフォリオ (2025年12月11日～2026年６月10日)
 

当ファンドは豪ドル建ての国債、州政府債、国際機関債、社債、モーゲージ証券及び資産担保証

券等を主要投資対象とするフランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド受益証券に投

資を行い、長期的に安定した利金（インカム）収入が期待できるポートフォリオの運用を行いまし

た。当ファンドは原則としてA-/A3格以上の格付けの公社債へ投資し、信用リスクの抑制を図る等、

安定的な運用を目指しております。当作成期においては、金融債、リート・セクター等を中心とし

た社債を引き続き厚めとしました。金融債の組み入れにおいては、大手金融機関が発行する流動性・

信用力が相対的に高い債券が組み入れの中心となっています。また、ポートフォリオ全体の平均格

付けは引き続き高位に保ちました。 

 

 当ファンドのベンチマークとの差異 (2025年12月11日～2026年６月10日)
 

市場に広く認知されている指標等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たら

ないため、現状では、当ファンドの収益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較してお

りません。 

以下のグラフは、作成期間の当ファンドの期別基準価額騰落率です。 
 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
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 分配金 (2025年12月11日～2026年６月10日)
 

分配金につきましては、以下の通りとさせていただきました。なお、収益分配に充当しなかった

利益につきましては信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第270期 第271期 第272期 第273期 第274期 第275期 

2025年12月11日～ 
2026年１月13日 

2026年１月14日～ 
2026年２月10日 

2026年２月11日～ 
2026年３月10日 

2026年３月11日～ 
2026年４月10日 

2026年４月11日～ 
2026年５月11日 

2026年５月12日～ 
2026年６月10日 

当期分配金 7  7  7  7  7  7  

(対基準価額比率) 0.125％ 0.121％ 0.121％ 0.119％ 0.119％ 0.119％ 

 当期の収益 7  7  7  7  7  7  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 200  209  215  225  235  240   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、豪ドル建の国債、州政府債、国際機関債、社債、モーゲージ証券及び資産担保証

券等を主要投資対象とするファンドです。引き続き、市場環境に注視しながら、組入債券の信用リ

スク、金利リスク等に配慮しつつ銘柄を厳選し、運用に注力していく所存です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年12月11日～2026年６月10日) 

項 目 
第270期～第275期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 39  0.686  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (19)  (0.329)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (19)  (0.335)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.009   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.004)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） ( 0)  (0.004)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 合 計 39   0.695    

作成期間の平均基準価額は、5,750円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間中の平均受益権口数に作成期間中の平均基準価額（１口当

たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年12月11日～2026年６月10日) 

 

銘 柄 
第270期～第275期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド 16,736 61,495 708,438 2,607,311 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年12月11日～2026年６月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2025年12月11日～2026年６月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年12月11日～2026年６月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2026年６月10日現在) 

 

銘 柄 
第269期末 第275期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド 8,925,433 8,233,731 31,402,627 
 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2026年６月10日現在) 

項 目 
第275期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド 31,402,627 100.0 

コール・ローン等、その他 14,651 0.0 

投資信託財産総額 31,417,278 100.0 
 

（注）評価額の単位未満は切捨て。 

（注） フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（35,985,723千円）の投資信託

財産総額（36,151,608千円）に対する比率は99.5％です。 

（注）外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、６月10日における邦貨換

算レートは1オーストラリアドル=112.72円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第270期末 第271期末 第272期末 第273期末 第274期末 第275期末 

2026年１月13日現在 2026年２月10日現在 2026年３月10日現在 2026年４月10日現在 2026年５月11日現在 2026年６月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 31,475,138,366   32,061,161,623   31,939,808,579   31,931,976,510   31,891,040,726   31,417,278,354   

 フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンド(評価額) 31,417,335,775   32,019,688,226   31,919,562,252   31,897,749,053   31,863,725,179   31,402,627,751   

 未収入金 57,802,591   41,473,397   20,246,327   34,227,457   27,315,547   14,650,603   

(B) 負債 136,918,956   113,539,930   92,431,044   109,212,129   102,579,455   88,041,193   

 未払収益分配金 39,358,471   38,752,276   38,474,773   38,051,047   37,722,734   37,213,805   

 未払解約金 57,802,591   41,473,397   20,246,327   34,227,457   27,315,547   14,650,603   

 未払信託報酬 39,530,096   33,144,608   33,538,618   36,751,783   37,245,919   35,887,540   

 その他未払費用 227,798   169,649   171,326   181,842   295,255   289,245   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 31,338,219,410   31,947,621,693   31,847,377,535   31,822,764,381   31,788,461,271   31,329,237,161   

 元本 56,226,387,450   55,360,394,925   54,963,961,940   54,358,639,985   53,889,620,926   53,162,579,844   

 次期繰越損益金 △24,888,168,040   △23,412,773,232   △23,116,584,405   △22,535,875,604   △22,101,159,655   △21,833,342,683   

(D) 受益権総口数 56,226,387,450口 55,360,394,925口 54,963,961,940口 54,358,639,985口 53,889,620,926口 53,162,579,844口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,574円 5,771円 5,794円 5,854円 5,899円 5,893円 
 
＜注記事項＞ 

（注）元本の状況 

当作成期首元本額 56,819,417,261円 

当作成期中追加設定元本額 107,437,590円 

当作成期中一部解約元本額 3,764,275,007円 

作成期末における１口当たりの純資産額は0.5893円です。 

（注）元本の欠損 

純資産総額が元本額を下回っており、その差額は21,833,342,683円であります。 
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○損益の状況 

項 目 
第270期 第271期 第272期 第273期 第274期 第275期 

2025年12月11日～ 
2026年１月13日 

2026年１月14日～ 
2026年２月10日 

2026年２月11日～ 
2026年３月10日 

2026年３月11日～ 
2026年４月10日 

2026年４月11日～ 
2026年５月11日 

2026年５月12日～ 
2026年６月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 872,421,201   1,164,117,071   200,711,040   401,095,233   315,522,916   43,012,293   

 売買益 881,939,707   1,174,414,930   211,545,755   415,320,851   320,552,553   49,981,521   

 売買損 △     9,518,506   △    10,297,859   △    10,834,715   △    14,225,618   △     5,029,637   △     6,969,228   

(B) 信託報酬等 △    39,757,894   △    33,314,257   △    33,709,944   △    36,933,625   △    37,541,174   △    36,176,785   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 832,663,307   1,130,802,814   167,001,096   364,161,608   277,981,742   6,835,508   

(D) 前期繰越損益金 △ 2,733,858,127   △ 1,910,026,168   △   811,877,307   △   675,586,718   △   346,355,386   △   104,630,233   

(E) 追加信託差損益金 △22,947,614,749   △22,594,797,602   △22,433,233,421   △22,186,399,447   △21,995,063,277   △21,698,334,153   

 (配当等相当額) (     856,294,763)  (     843,214,560)  (     837,287,182)  (     828,203,395)  (     821,199,617)  (     810,285,165)  

 (売買損益相当額) (△23,803,909,512)  (△23,438,012,162)  (△23,270,520,603)  (△23,014,602,842)  (△22,816,262,894)  (△22,508,619,318)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △24,848,809,569   △23,374,020,956   △23,078,109,632   △22,497,824,557   △22,063,436,921   △21,796,128,878   

(G) 収益分配金 △    39,358,471   △    38,752,276   △    38,474,773   △    38,051,047   △    37,722,734   △    37,213,805   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △24,888,168,040   △23,412,773,232   △23,116,584,405   △22,535,875,604   △22,101,159,655   △21,833,342,683   

 追加信託差損益金 △22,947,614,749   △22,594,797,602   △22,433,233,421   △22,186,399,447   △21,995,063,277   △21,698,334,153   

 (配当等相当額) (     856,313,427)  (     843,232,262)  (     837,302,666)  (     828,225,748)  (     821,217,837)  (     810,304,473)  

 (売買損益相当額) (△23,803,928,176)  (△23,438,029,864)  (△23,270,536,087)  (△23,014,625,195)  (△22,816,281,114)  (△22,508,638,626)  

 分配準備積立金 273,830,014   316,493,094   349,882,841   398,184,776   446,745,965   465,629,151   

 繰越損益金 △ 2,214,383,305   △ 1,134,468,724   △ 1,033,233,825   △   747,660,933   △   552,842,343   △   600,637,681   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要する費用として、委託者報酬（販売会社に支払う手数料を除いた

額）のうち、フランクリン・テンプルトン・豪ドル債券マザーファンドに対応する額の100分の96相当額を支弁しております。 

＜分配金の計算過程＞ 

決  算  期 第270期 第271期 第272期 第273期 第274期 第275期 

 円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益(費用控除後) 99,543,768 85,723,016 74,224,099 90,328,365 89,839,652 62,270,569 

(B) 有 価 証 券 売 買 等 損 益 
(費用控除後、繰越欠損金補填後) 

0 0 0 0 0 0 

(C) 収 益 調 整 金 856,313,427 843,232,262 837,302,666 828,225,748 821,217,837 810,304,473 

(D) 分 配 準 備 積 立 金 213,644,717 269,522,354 314,133,515 345,907,458 394,629,047 440,572,387 

分配対象収益額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 1,169,501,912 1,198,477,632 1,225,660,280 1,264,461,571 1,305,686,536 1,313,147,429 

(１万口当たり収益分配対象額) (          207) (          216) (          222) (          232) (          242) (          247) 

収 益 分 配 金 39,358,471 38,752,276 38,474,773 38,051,047 37,722,734 37,213,805 

(１万口当たり収益分配金) (            7) (            7) (            7) (            7) (            7) (            7) 
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○分配金のお知らせ  

 第270期 第271期 第272期 第273期 第274期 第275期 

１万口当たり分配金（税込み） 7円 7円 7円 7円 7円 7円 
 
◇分配金をお支払いする場合 

分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◇分配金を再投資する場合 

お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰入れて再投資いたします。 

◇分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分配

金）にわかれます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。 

分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残

りの部分が普通分配金となります。 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＜お知らせ＞ 

 

2026年４月１日付で一般社団法人投資信託協会と一般社団法人日本投資顧問業協会は合併し、名称を「一般

社団法人資産運用業協会」に変更することとなったため、投資信託約款に所要の変更を行いました。 

そのほか、弊社の投資信託約款において文言の平仄を合わせるとともに、より適切な記載とするため、所要の

変更を行いました。 

（変更日：2026年４月１日） 
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